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【基本姿勢】

　『自然を守り、安全で安心な環境で心豊かに暮らせるまち』を目指し、「強靭」「安全」「持続」の３つの柱に基づき各施策を推進していきます。

【基本目標】

　１．安全で良質な水の安定供給を図ります。

　２．水道事業経営の効率化を図ります。

　３．公共下水道事業の推進を図ります。

　４．農業集落排水事業の推進を図ります。

　５．合併浄化槽の普及と適正管理を図ります。

簡易水道事業会計
下水道事業会計 78,902

農業集落排水事業会計 0

会 計 年 度
任 用 職 員

3

一　般　会　計 0
特　別　会　計 0
水道事業会計 22,045

下水道事業会計 2,595,395
農業集落排水事業会計 319,553

前年度繰越額（千円）

6,800
水道事業会計 2,001,604

簡易水道事業会計 246,758

職　員　数　　　　　　　（人） 現計予算額　　　　　　　　（千円） 令和２年度中に策定した計画　　（根拠法令等）
一　般　会　計 898,335

正職員
27

日向市最適整備構想計画（農業集落排水長寿命化）

再任用職員 2

特　別　会　計

令和２年度　部局経営方針

部局名 上下水道局 部局長名 日高　章司
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４．農業集落排水事業の推進を図ります。
　令和２年４月１日から地方公営企業法の全部を適用し、経営状況の明確化、適切な施設管理など効率的な事業運営を行い、企業の健全経営に努めること
としました。
　主な取組として、危機管理に備えるため、秋留、美々津地区の非常用エンジンポンプ等の更新工事を実施しました。
　また、「日向市農業集落排水施設最適整備構想　実施計画」を策定し、令和３年度から７年度までの５か年における施設の改築・更新にかかる優先度の検
討を行いました。

５．合併処理浄化槽の普及と適正管理を図ります。
　浄化槽の設置補助については、本年度より新築補助を廃止、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換にかかる宅内配管補助を新設し、交付実績と
しては、16基分ありました。
　公共下水道事業及び農業集落排水事業の区域外における水質保全や生活環境を改善するため、引き続き合併処理浄化槽の整備促進を図ります。

【成果と課題】

１．安全で良質な水の安定供給を図ります。
　 安全で安心な水道水を安定供給するため「日向市水道ビジョン」の基本理念である「お客様に親しまれ　笑顔を未来へつなぐ　日向（ひむか）の水道」の
実現に向けて、「安全」「強靭」「持続」の基本方針に基づき、適正な水質管理や権現原浄水場の更新計画策定に着手しました。
　今後も防災・減災対策として強靭な水道施設を構築するため、継続して施設の更新や耐震化を計画的に実施し、安全な水道水の安定供給を図ります。

２．水道事業経営の効率化を図ります。
　水道事業の業務効率化や安定経営を目的として策定した「日向市水道事業経営戦略」及び「日向市簡易水道事業経営戦略」に基づき平成31年４月に
開始した窓口業務民間委託は、営業時間の延長による市民の利便性向上や、毎年度の収納率上昇などの成果を得ました。
　一方、施設の老朽化に伴う更新需要の増大が加速化するなかで、給水人口減少に伴って財源の柱である給水収益の減少が予想されます。したがって、
将来にわたり持続可能な水道事業を実現するため、財源確保の取組や更なる経営努力に取り組みます。

３．公共下水道事業の推進を図ります。
　主な取組として、①公共下水道の未普及地の面整備推進、②「日向市下水道ストックマネジメント計画」に基づいた処理場等施設の改築更新、③管路施設
の耐震化の３点を進めてきました。
　具体的には、①往還地区（Ａ＝4.0ｈａ）の管路整備、②亀崎汚水中継ポンプ場の除塵機更新等を実施、③下水道管とマンホール接手部の耐震化対策工事
を実施しました。
　今後も、計画的な施設の整備や適切な維持管理に努め、施設の長寿命化を図ります。
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総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト

基本
目標 令和２年度の主な取組内容 進捗状況 取組結果 成果説明書頁数
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その他に取組む重点事業

令和２年度の主な取組内容 進捗状況 取組結果 成果説明書頁数

［取組内容］
　台風やゲリラ豪雨等により、浸水被害が想定される場
合に、早急に排水ポンプを設置し、被害の軽減を図りま
す。

［上半期］
　排水エンジンポンプを追加購入し、年間を通じ、台風や
ゲリラ豪雨時に備えます。
［下半期］
　年間を通じ、台風やゲリラ豪雨時に備えます。

計画どおり
排水エンジンポンプ購入　Ｎ＝２基
ポンプ設置回数　Ｎ＝２回 393

［取組内容］
　水道水の安全性を一層高め、安心しておいしく飲める
水道水を安定的に供給するため、「日向市水安全計画」
に基づく適正な水質管理を継続します。
　また、「日向市水道ビジョン」に基づき施設の計画的な
更新や耐震化を推進する事で強靭な水道施設を構築し
ます。

［上半期］
　１．「日向市水安全計画」のレビュー（確認・改善）を行
います。
［下半期］
　１．大規模停電時の対策として、配水池を有するポンプ
場への非常用発電機の配備箇所等について検討しま
す。
  ２．権現原浄水場の施設劣化調査、耐震診断及び令和
元年度に実施した設備機器類老朽度調査結果に基づ
き、「権現原浄水場改築更新基本方針」の策定に向けた
検討を行います。
　３．「日向市水道ビジョン」に基づき防災訓練を実施しま
す。

計画どおり

[上半期]
１．水安全計画については、内容が
現状を十分に反映したものとなって
いるか妥当性の確認を行いました。

[下半期]
１．非常用発電機の配備について、
その設置箇所や必要発電容量につ
いて検討を行いました。
２．権現原浄水場の更新計画策定
業務委託を発注し、浄水場の現状
把握や課題抽出等の基礎調査を実
施しました。
３．給水車の操作訓練や給水袋を
使用した応急給水訓練を実施しまし
た。

485

４－６
安全で安定
した水の供
給

①安全で良
質な水の安
定供給

水道事業 水道課

４
生活環境

４-２
防災体制の
充実

①災害予防
対策の推進

浸水被害
軽減対策
事業

下水道
課

（　上下水道局　）

基本目標 施　　策 具体的な施策 予算事業名 所管課

（　上下水道局　）
重点戦略

重点プロジェクト

施　　策 具体的な施策 予算事業名 所管課



［取組内容］
　簡易水道施設において、施設の維持管理及び水質検
査等を適切に行い、清浄な飲料水を安定的に供給しま
す。

［上半期］
　簡易水道施設の一斉合同点検を実施します。
［下半期］
　1．「日向市水道ビジョン」に基づき防災訓練を実施しま
す。
　2．上大谷地区飲料水供給施設を東郷地区簡易水道と
の接続を行います。

計画どおり

[上半期]
施設の一斉合同点検を実施した結
果、停電時に断水するポンプ施設
のバイパス管整備等を行うこととし
ました。

[下半期]
１．給水車の操作訓練や給水袋を
使用した応急給水訓練を実施しまし
た。
２．３月に上大谷地区飲料水供給施
設と簡易水道との接続工事が完了
しました。

484

［取組内容］
　人口減少に伴う水道料金の減収、施設の老朽化や耐
震化対策などの課題解決へ向け、効率的で持続可能な
水道事業経営を目指します。

[上半期]
　「日向市水道事業経営分析業務委託」の検証結果の取
りまとめを行います。
[下半期]
　経営分析結果を基に、持続可能な経営を実現するため
の方針を決定します。

計画どおり

[上半期]
「日向市水道事業経営分析業務委
託」の検証結果の取りまとめを行い
ました。

[下半期]
経営分析結果等を基に、今後の事
業運営方針についての計画を取り
まとめました。

485

［取組内容］
　未普及地域の解消を図るため、汚水管布設工事を推
進します。幹線管きょの耐震性を確保するため、耐震化
を行います。

［上半期］
　往還地区の汚水管布設工事及び幹線管きょの耐震化
工事の発注を行います。
［下半期］
　３月末までに工事を完成し、令和３年４月から供用を開
始します。

計画どおり

往還地区の汚水管布設工事につい
ては、計画どおり４月に供用を開始
しました。
・供用開始面積　Ａ＝4.0ｈａ

　耐震化工事については、往還汚
水幹線24箇所で完了し、重要な管
渠の耐震化率は、93.3％となりまし
た。

487

［取組内容］
　令和２年度からの５カ年計画により、浄化槽補助金交
付を継続します。
　単独浄化槽から合併浄化槽への転換については、配
管補助金を交付します。
　浄化槽補助金交付予定基数　　２０基

［上半期］
　ＨＰや広報誌等で事業の周知を図り、合併浄化槽への
速やかなな転換を促進します。
［下半期］
　ＨＰや広報誌等で事業の周知を図り、合併浄化槽への
速やかな転換を促進します。

計画どおり

　浄化槽補助金については、４月に
ホームページや市広報にて周知を
行い、10月の浄化槽月間では懸垂
幕を掲げ、浄化槽月間のPRを行い
ました。

・浄化槽補助金交付基数　16基
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行財政改革大綱に基づく行動計画

令和２年度の主な取組内容 進捗状況 取組結果

［取組内容］
　人口減少に伴う水道料金の減収、施設の老朽化や耐
震化対策などの課題解決へ向け、効率的で持続可能な
水道事業経営を目指します。

[上半期]
　「日向市水道事業経営分析業務委託」の検証結果の取
りまとめを行います。
[下半期]
　経営分析結果を基に、持続可能な経営を実現するため
の方針を決定します。

計画どおり

[上半期]
「日向市水道事業経営分析業務委
託」の検証結果の取りまとめを行い
ました。

[下半期]
経営分析結果等を基に、今後の事
業運営方針についての計画を取り
まとめました。

［取組内容］
　事業費の平準化とライフサイクルコストの抑制を図るた
め、「下水道ストックマネジメント計画」に基づき、施設の
長寿命化対策工事を行います。

［上半期］
　長寿命化対策工事を発注します。
［下半期］
　３月末までに工事を完成します。

遅れ

　富高・亀崎汚水中継ポンプ場の遠
隔監視制御設備更新工事におい
て、市場価格調査に想定外の時間
を要したことにより発注時期の遅れ
が生じました。（令和４年２月完成予
定）

［取組内容］
　委託後２年目に入り、滞納者催告を強化します。

[上半期]
　閉栓未納者の催告を強化します。
[下半期]
　支払督促等の法的手続きを検討します。

計画どおり

[上半期]
閉栓未納者に催告書の送付や電話
及び訪問を実施し、収納率向上へ
向けた取組を強化しました。

[下半期]
取組の強化により法的手続きとなる
案件はありませんでした。

部局経営方針に掲載されていなかった新型コロナ対策事業等の取組
進捗状況 取組結果 成果説明書頁数

計画どおり

新型コロナウイルス感染症の影響
で支払が困難となった使用者から
の相談や支払い猶予を実施しまし
た。

-

予算事業名 事業内容

水道事業

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた水道料金の支払猶予等の柔軟な措
置を実施しました。

２．自主財源
等の歳入確
保

30④．水道
料金の収納
率の向上

水道課

29②．下水
道事業の経
営健全化

下水道課

３．持続可能な財政基
盤の強化

１．経営視点
に立った財
政運営

29①．水道
事業の経営
健全化

水道課

（　上下水道局　）

大区分 中区分 小区分
（実施項目）

所管課




